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Abstract: This paper describes outline of analysis model. 

 

1．はじめに 

本研究は，コンクリート製の人工地盤上に安価で摩擦

係数の小さな摩擦材(黒鉛粉末)を塗布することにより，

大地震時に建物へ入力される加速度が頭打ちとなる”滑

り基礎構造”に関するものである.既往の研究により，黒

鉛粉末を摩擦材とした滑り基礎の摩擦係数は 0.15～0.20

程度であり，摩擦係数は滑り速度や面圧に依存しないこ

と 1)，滑り基礎構造建物の応答値は固定基礎構造建物に比

べ大きく低減されること 1),2)，滑り基礎構造建物の加振実

験結果は，質点系スウェイモデルで再現が可能であるこ

と 3)などの知見が得られている． 

また，前報(その 5)では，剛性偏心を有する滑り基礎構

造建物の加振実験を実施し，滑り基礎構造建物は固定基

礎構造建物に比べ，上屋の捩じれ振動が大幅に低減し，

上屋が剛性偏心している場合でも，滑り基礎構造建物の

明確な応答低減効果を確認した(Fig.1，2）． 

そこで，本報(その 6)および次報(その 7)では，剛性偏心
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を有する固定基礎構造建物と滑り基礎構造建物の実験結

果の再現性を確認するため，滑り基礎を摩擦ばねで模擬し

た立体骨組モデルによる時刻歴応答解析を実施した.本報

（その 6）では，時刻歴応答解析の概要および固定基礎構

造建物の実験結果と解析結果の比較について記す. 

2．解析概要 

解析は，固定基礎と滑り基礎の 2 種類の試験体に対し

て実施した.固定基礎と滑り基礎の解析モデル概要を

Table 1 に示す.解析モデルの特性値は，試験体に合わせ，

基礎板の質量を 16.7kg，上屋を 18.0kg（質量比:1.08）と

し，それぞれ剛床として設定した.柱の復元力特性は，上

屋を 90°回転させた無偏心の固定基礎試験体の加振実験

から得られた層せん断力を柱本数で除して，ノーマルト

リリニアでモデル化した.柱の復元力特性を Fig.3 に示す． 

滑り基礎の解析モデル概要を Fig.4 に示す.滑り基礎の

解析モデルは，摩擦係数 μ=0.15 で基礎板が滑るための摩

擦ばねと，テーパーによる復元力を再現する弾性ばねを，

基礎板と地盤間にそれぞれ 36 ヶ所配置した.摩擦ばねと

は，X 方向と Y 方向に完全弾塑性の復元力特性を有し，

X，Y 方向に外力が発生した際に，X，Y 方向の摩擦抵抗

力のベクトル和が滑り出し荷重 FSを超過すると，両方向

の剛性が 0 となり滑るばねである.滑り出し荷重 FSは，摩

擦ばねに生じる軸力（長期軸力 N+変動軸力 ΔN）と摩擦

係数 μ の積で求められる.また，弾性ばねによって再現す

るテーパーの復元力は，基礎滑り面を内接する円弧に置

き換え，振り子の復元力を用いて求めた 3).固定基礎の解

析モデルは，摩擦ばねと弾性ばねを設定せず，基礎板を

直接固定支持とした． 

応答解析には，Newmark-β 法を用い β＝0.25，積分時間

間隔 Δt=0.001sec と設定した.減衰は，上屋のみに対し減衰

定数 0.1％の剛性比例型として設定した. 

入力加振波は実験で計測した定常波3波（1.33Hz，2.00Hz，

3.00Hz）と非定常波 3 波(観測波：El Centro-NS，Taft-EW，

Kobe-NS)の地盤加速度を用いた. 

3．固定基礎構造建物の実験結果と解析結果の比較 

Kobe 加振時の Y0，Y1 通り，重心位置の上屋の加速度

波形を Fig.5 に，基礎板と上屋間の層間変位波形を Fig.6

に，層せん断力-層間変位関係(重心位置)を Fig.7 に実験

結果と解析結果で比較して示す.Fig.5.6.7 より，上屋加速

度波形，層間変位波形および層せん断力-層間変位関係の

解析結果は実験結果を概ね模擬できており，解析により

固定基礎構造建物の加振実験の再現性が確認できた.また，

実験結果と同様にY0通りとY1通りの応答に差が生じて

いることから，解析で上屋の捩じれ応答を再現できるこ

とを確認した. 

4．まとめ 

以上，固定基礎構造建物における実験結果と解析結果

の比較から，固定基礎の解析結果は実験結果を概ね模擬で

きており，解析より固定基礎構造の上屋が剛性偏心してい

る建物の加振実験の再現性が確認できた. 
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